
認知症を正しく知ろう！

～皆さんの力で認知症になっても

安心して暮らせるまちをめざして～
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認知症にやさしいまちSAKAI

堺市 健康福祉局 長寿社会部

長寿支援課

参考資料：認知症サポーター養成講座標準教材



テキスト学習の目的

• 認知症に関して、正しく理解する。

• お住まいの地域や職場で、認知症の方と接する際には、

相手を理解し、正しく対応できるようにする。

• 認知症のことを正しく理解してくれている方が、地域に

たくさんいて、さりげなく見守ってくれたり、いざというときに

手を差しのべてくれる地域なら・・・

認知症の方やその家族の方々は、

安心して生活し続けることができるでしょう！

皆さんの力で

の構築を進めます！

認知症にやさしいまちSAKAI

認知症になっても、住み慣れたまちで安心して住み続けられることをめざして
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１．基礎知識編 ～認知症への理解～
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新しい認知症観

認知症の有無にかかわらず、誰もが住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らせる

共生社会の実現をめざします

「新しい認知症観」とは、認知症になったら何もできなくなるの
ではなく、認知症になってからも、一人一人が個人としてできる
こと・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間等とつながり
ながら、希望をもって自分らしく暮らし続けることができるという

考え方です。
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人と関わる機会を持つと良いと思います。
話を聞いてくれる人が身近にいることで
不安が和らぎます。 ・・・70代

言葉が出てこなくて困ることもありますが、
できることは自分でやることが大切だと
思っています。 ・・・ 80代

本人が混乱しているときは、何に困っているのかを
確認しながら、ゆっくり話を聞き、一緒に
考えながら解決するようにしています。

・・・ 50代

男性介護者の集まりは参加者が少ないため、
もっと多くの人に知ってもらい、参加が
広がれば良いと思います。 ・・・70代

〇本人からのメッセージ 〇家族からのメッセージ



認知症とは
認知症とは、さまざまな原因により脳に変化がおこることで、それまでできて

いたことができなくなり、生活に支障をきたした状態です。
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65歳以上の高齢者
3,603万人

※2022年時点の推計値

認知症
約443万人

（全体の12.3％）

MCI（軽度認知障害）
約559万人

（全体の15.5%）

認知症・MCIではない高齢者 約2,601万人

65歳以上高齢者の
約3.6人に1人が認知症
またはその予備軍
（全体の27.8％）

（出典）二宮利治ほか「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」（2023）

認知症は誰もがなりうる
とても身近なものです

自分事として考えましょう
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認知症の症状
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本人がポジティブな気持ちでいられる環境は、

それじたいが行動・心理症状の予防になります。

認知機能障害

行動・心理症状

・不安
・焦燥
・うつ状態
・幻覚・幻聴
・ひとり歩き
・興奮
・暴力・暴言
・妄想 など

脳の病気

他の病気

性格

心理的要因
ストレス

社会的要因
環境的要因

脳に起きている病気
によって直接生じる
ため治らない

・ もの忘れ
・ 失見当識
・ 理解・判断力の低下
・ 実行機能低下

本人が困っている状態のSOSサイン
本人の視点に立ち、どうしてこの言動が
生じたのかを考えて適切に対応することで

改善することも

・ 細胞が壊れる
・ 働きが悪くなる
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加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

・経験したことの一部を忘れる ・経験したことじたいを忘れる

・目の前の人の名前が思い出せない ・目の前の人が誰なのか分からない

・置き場所を思い出せないことがある ・置き忘れ・紛失が頻繁にある

・何を食べたのか思い出せない ・食べたことじたいを忘れている

・約束をうっかり忘れてしまった ・約束したことじたいを忘れている

・物覚えが悪くなったように感じる ・数分前の記憶が残らない

・曜日や日付を間違えることがある ・月や季節を間違えることがある

・もの忘れの自覚がある ・もの忘れの自覚が乏しいことが多い

認知機能障害1 もの忘れ

※症状には個人差があります



• 日時や季節の感覚が
    分かりにくくなる

• 方向の感覚や自分のいる場所が
分かりにくくなる

• （進行すると）人間関係や
周りの人のことが分かりにくくなる 
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「見当識」…時間、場所、
周囲の人物、状況など
基本的な状況判断能力

スマートフォンのリマインダー機能を利用して予定の時間を
思い出せるようにする、ごみ出しの日は近隣の方に声をかけ
てもらうなど、苦手になったことを補う方法がたくさんありま
す。

認知機能障害2 失見当識



• 考えるスピードが遅くなる

• 二つ以上のことが重なるとうまく処理できなくなる

• 些細な変化などでも、混乱を来たしやすくなる

• 観念的な事柄と、現実的・具体的な事柄が結びつかなく
なる
悪徳商法の被害にあったり、機械(自動販売機・自動改札・ ATM

 ・電化製品など）がうまく使えない

ゆっくりやれば大丈夫！！

ひとつずつやれば大丈夫！！

補い、助けてくれる人がいれば安心！！

周りの人の理解と、ちょっとした手助けがあれば大丈夫です。
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認知機能障害3 理解・判断力の低下
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計画を立てて行動することが難しくなる
献立をたてて買い物をすることや、
食事の時間に合わせて調理することが困難になります

何もできないわけではありません
行動は見守り、できない部分だけ
さりげない手助けをしましょう。

たとえば

炊飯器のスイッチ
を入れておく など

認知機能障害4 実行機能低下



２．対応編 ～認知症の方や介護者への対応～
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○具体的な対応の６つのポイント

・様子を見ながら、気持ちに余裕をもって対応する

・声をかけるときは、まずは１人で

複数で取り囲んで声をかけると、恐怖心をあおり、ストレスを与えます。

・後ろから声をかけない 唐突な背後からの声かけは相手を混乱させます。

・相手に目線を合わせてやさしい口調で

・おだやかにはっきりした口調で

・相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

○認知症の人の対応心得“３つのない”

１ 驚かせない

２ 急がせない

３ 自尊心を傷つけない
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認知症の人と接する時の心がまえ



成年後見制度
認知症等で判断能力の十分でない人が不利益を
受けないようにするため、家庭裁判所に申立て、契約等を
本人に代わって行う人(法定代理人)を付ける制度

日常生活自立支援事業
認知症等で、日常生活を営むのに支障がある人に、

 （1）福祉サービスの利用援助サービス
 （2）日常的金銭管理サービス
 （3）書類等の預かりサービス を行う。
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知っておいてほしい制度や法律

（旧 地域福祉権利擁護事業）



高齢者虐待には、

 ・身体的虐待、心理的虐待、ネグレクト(介護放棄)、  
性的虐待、経済的虐待があります。

 ・「高齢者虐待防止法」により、高齢者虐待の発見
をしたときは、行政機関へ通報することが求められ
ています。

 ・『虐待かもしれない』と思った時は、警察、お近くの
区役所地域福祉課または地域包括支援センター
に相談、連絡をしてください。秘密は守られます。
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高齢者虐待防止法

知っておいてほしい制度や法律



●高齢者自身●

• 身体に傷やあざが頻繁に見られる。または、

どうしてその傷やあざができたかの説明が曖昧

• 「家にいたくない」「帰りたくない」の訴えがある

• 家が極端に不衛生だったり、異臭がする

• 寝具や衣服が汚れたままのことが多い

• 年金収入や貯金があるのに「お金が無い」と

訴える

• 急におびえたり、恐がったりする
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高齢者虐待のサイン（例）



●高齢者をとりまく環境●

• 高齢者の世話や介護に対する拒否的な発言が
しばしばみられる

• 高齢者に対して過度に乱暴な口のきき方をする

• 家から高齢者や養護者・家族の怒鳴り声や悲鳴
などが聞こえる

• 訪問しても、高齢者に会えない、または会わせる
ことを嫌がられる
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高齢者虐待のサイン（例）



認知症になった本人だけでなく、その家族にも少なからず変化が訪れます。
多くの家族が経験する「気持ち」のステップを理解することは、家族が認知症
になった時に状況を受け入れる助けになります。

（実際は4つのステップを行きつ戻りつしながら、あるがままを受け止められる境地に）

第①
ステップ

第②
ステップ

第③
ステップ

第④
ステップ

とまどい

否定

混乱
怒り
拒絶

割り切り 受容

認知症を地域で支える活動では、
認知症介護をしている家族への理解も重要です
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認知症の人とともに生きる家族



３．資料編 ～堺市における認知症の取組～
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●「認知症支援のてびき」

・認知症の進行にあわせて、いつ、

どこで、どのような医療・介護サービス

を受けることができるかを示すリーフレット

・（一般用）、（本人・家族用）、（支援者用）の3種類

を作成し、地域包括支援センターや区役所等

関係機関にて配布中
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認知症の状態に応じた
適時・適切な医療・介護等の提供



堺市指定の医療機関

認知症についての専門医療相談、鑑別診断、身体合併症・周辺症状、

かかりつけ医との連携、患者・家族への介護サービス情報の提供と相

談への対応、及び介護サービスとの連携等を行っている。

認知症疾患医療センター

公益財団法人 浅香山病院

堺市認知症疾患医療センター

相談専用電話 072-222-9414 月曜日～金曜日 8：30～17：00
土曜日 8：30～12：00

社会医療法人杏和会 阪南病院
相談専用電話 072-278-0233 月曜日～土曜日 9：00～16：00

21



認知症の発症から生活機能障害の進行に合わせて提供される、

医療や介護保険サービスなどの適切なサービスにつながっていない

認知症の方やその家族の自宅を訪問するなど、適切な支援に結び付

けることで、認知症の重篤化を防ぐ。

認知症初期集中支援チーム

・ 認知症疾患医療センター 浅香山病院

相談依頼窓口

・ 認知症疾患医療センター 阪南病院

お住いの地域を担当する地域包括支援センター

設置機関
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堺市医師会の協力により、認知症サポート医養成研修を修了した

認知症に精通した医師を「嘱託医」として配置し、認知症本人およ

び家族と面会のうえ専門的医療相談を行う。

嘱託医相談

お住いの地域を担当する地域包括支援センター

相談依頼窓口
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●堺市みまもりあい事業

堺市みまもりあい事業
24

検索詳しくは、

無料アプリをダウンロードするだけで、
誰でもすぐに協力者になれます。

是非ともご協力を！

みまもりあいステッカー

緊急連絡用の「みまもりあいステッカー」と、スマートフォン専用アプリ「みまもり

あいアプリ」を活用して、行方不明になるおそれのある認知症高齢者等を地域

全体で見守る事業です。個人情報を保護したまま簡単に捜索依頼ができます。



●認知症予防 「堺コッカラ体操」

●認知症カフェ「堺ぬくもりカフェ」
認知症の方と家族、地域住民、支援者など誰でも参加できる場で、
交流や情報交換、レクリエーションなどをしながら、安心した時間を
過ごせます。専門職へ認知症等に関する相談もできます。
開催場所は、

詳しくは、

堺コッカラ体操検索

堺ぬくもりカフェ検索
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●認知症サポーター養成講座
認知症を理解し、地域で認知症の方をさりげなく見守ってくれたり、
いざというときに手を差しのべたり、できる範囲で認知症の方を支える
サポーターを養成しています。

認知症サポーター養成講座修了者

には、サポーターの証として、認知症

サポーターカードをお渡ししていま
す。

「ロバ隊長」は、
「認知症サポーター
キャラバン」の
マスコットです。
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認知症サポーターカード



認知症の人と認知症サポーターが中心となってチームを組み、

認知症サポーター等が認知症の人の見守りや生活支援を行うことで、

住み慣れた地域で安心して暮らすことができるようにサポートする団体

商店街

美容室

スーパー

認知症の人・家族

認知症の人

サポーター

キッズサポーター
サポーター

キッズサポーター

かかりつけ医

社会福祉協議会

地域包括支援
センター

協力

協力

協力

チームオレンジの活動例

・チームメンバーが集まる交流の
場の提供

・認知症や認知症の人への理解
を深めるための啓発活動

・認知症の人の活動のサポート

・レクリエーション等の開催

・個別支援活動
（外出の付き添い、見守り等）

チームオレンジのイメージ

●認知症の人とサポーターをつなぐ「堺市チームオレンジ」
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堺市では、市職員を対象に、“世界アルツハイマー月間”に合わせて
毎年９月を「認知症にやさしいまち堺」月間とし、名札カードを携帯
して、認知症対応に関する資質向上と、意識の醸成を図ります！

名札カード（表） 名札カード（裏）

長 寿 長寿支援課
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※地域包括ケアシステムとは、高齢者が、可能な限り住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けられる
よう、医療・介護・介護予防・住まい・日常生活支援が、包括的に確保される体制のこと

皆さんの力で、認知症になっても、安心していつまでも住み慣れた地域で
暮らし続けられるまちさかいをめざします！

「地域包括ケアシステム」の推進をめざして

ご覧いただきありがとうございました。

平成３０年１０月施行「堺市超高齢社会に対応するための地域包括ケアシステムの推進に関する条例」
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